
 

 

村松北区 自治会役員の紹介 
（令和７年度） 

令和７年度村松北区自治会総会において、今年度の村松北区自治会の運営を担っていただく

方が承認されました。 

自治会を取り巻く環境は、自治会加入者の高齢化に伴う退会、新規常会加入者減少等の課題

を抱えております。 役員の皆さんには、村松北区に住む方々の親睦・交流や安心・安全の強

化等、自治会が抱える課題解消に取り組むため立ち上がっていただきました。 

自治会加入者各位のご協力あっての自治会運営ですので、みんなで盛り上げていきましょ

う。 

よろしくお願いいたします。 

 

１．自治会代表役員

【自治会長】 鈴木 政司     【副自治会長】 藤咲 修一 

【常 会 名】 なかよし      【常会名】 グリンピア 

【書記長】 石川 仁       【会計長】 大村 政美 

【常会名】 睦          【常会名】 下の内 第３
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２．自治会役員 (評議委員) 

評議委員 斎藤 亮一 東なかよし 

評議委員 遠藤 仁 睦 

評議委員 片岡 博之 下の内 第４ 

評議委員 近藤 利幸 グリンピア 

評議委員 末村 裕信 下の内 第１ 

３．自治会役員 （専門委員長） 

安心・安全委員会 委員長：小野寺 紀夫（下の内第２）  

 遠藤 仁（睦） 武藤 正夫（東なかよし） 

 末村 裕信（下の内第１） 宮部 賢次郎（下の内第３） 

福祉委員会 委員長：坂爪 喜一（下の内 東）  

 圷 秀章（東なかよし） 斎藤 亮一（東なかよし） 

 大島 知子（下の内第１）  

教育・文化委員会 委員長：近藤 利幸（グリンピア）  

 高瀬 磐雄（なかよし） 鈴木 雄大（なかよし） 

 小松崎 和民（下の内第２）  

総務・活力委員会 委員長：藤咲 修一（グリンピア）  

 各常会（１１常会の班長で構成）  

４．班 長 

各常会（11 常会）で選任された常会長 11 名の方と広域班長(副自治会長)１名で構成さ

れます。 

 

５．その他 

集会所管理者 鈴木 真一 下の内 東 

民生委員児童委員 大島 知子 下の内 第１ 

民生委員児童委員 斎藤 亮一 東なかよし 

青少年相談員 藤咲 修一 グリンピア 

 

上記の皆さんが令和７年度の村松北区自治会において、それぞれの計画のもとで自治会運営

を担っていただきます。 
自治会の皆さんの協力をよろしくお願いいたします。
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今年度はこのような事業計画です 
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末村さん（下の内第１）が善行表彰されました

 ５月２０日に実施された令和７年度の「東海村表彰」において、末村裕信さんが表彰されま

した。これは昨年１月に発生した能登半島地震復興支援、さらには同じ年の秋に発生した能登

と山形の台風災害の復旧支援に、延べ１０回にも及んだ支援活動が表彰の理由です。 

 地震災害の復旧のボランティアは技術者や技能者が不足で、特殊免許をお持ちの末村さんは

重機の運転を始めとして、地域の環境の再建に向けた支援をされました。 

 災害ボランティアは、交通費や現地の食事や宿泊は自分自身の負担である「自己完結」が基

本で、その行為は素晴らしく、頭の下がる思いです。 

 末村さんは災害後ランティアを始めるきっかけをお伺いしたところ、「熊本に出張したおり、

熊本地震に遭遇し、災害地の悲惨な様子を目の当りにして、被災地の皆さんに何か役立てたい

という気持ちが芽生えた」と述べておりました。 

 このような善行者が村松北区から出たことは、当地区の誇りでもあり、末村さんに改めて感

謝と敬意を表します。 
 

—災害ボランティア皆さんによる復興支援作業— 
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この人から一言 

“なぜ？” 日本には梅雨や四季があるのでしょうか 

グリンピア常会 近藤 利幸 

なぜ、日本には梅雨や四季が有るのでしょうか。 考えたこと有るでしょうか。 

答えは、約 4000～5000 万年前にインド大陸が北上してユーラシア大陸に衝突しました。

その結果、８０００m 超の大山脈であるヒマラヤ山脈（世界の屋根とも言われます）ができ

たことによります。 

地球には西から東に流れる偏西風が吹いており、冬はヒマラヤ山脈の南側を流れ、季節が進

むと少しづつ北側に移動してヒマラヤ山脈から南北に分かれ、南側はアジアモンスーンの水

蒸気を含み、北側は冷たく乾燥した空気がヒマラヤ山脈を越えて東シナ海から日本列島付近

でぶつかり合って梅雨前線が発生して梅雨の季節となります。 

偏西風が全てヒマラヤ山脈の北側を通過する頃は、太平洋高気圧が優勢になり夏を迎えま

す。なお、ヒマラヤ山脈が４０００m 以下だと四季は望めず、この世紀の衝突が無ければ 

日本列島は砂漠に近い状態になったと考えられています。

自治会皆様へのお知らせ 

「自治会だより」は東海村のホームページでも見る事ができます。 

右記の QR コードをスマートフォンで読み取りご覧いただけます。 

最後まで自治会だよりを読んでいただきまして、ありがとうございました。 

 

編集後記 

今号は、令和７年度村松北区自治会活動がスタートしましたので、役員等、事業計画を

皆さんへお伝えする事を主体に発行しました。 

今後、自治会だよりは自治会イベントの他にその季節、時代を捉えて、皆様の役に立つ

であろう情報を不定期に発行する事を考えています。 

また、皆様からの寄稿をお待ちしております。 

教育・文化委員長  近藤 利幸 


